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決算審査特別委員会  

 
【歳入】６６億８，７４１万２，６３３円   【歳出】６３億　２２４万４，６５８円 

（平成16年４月１日から平成17年3月２７日までの決算） 
 

《委員会での審査内容の主なもの》 
少子化対策の支出済額の内容について伺う。 
少子化対策費の賃金等は子育て支援センターの臨時賃金，報酬費は行動計画策定委員会の謝礼、
子育て支援の講演会，子育て支援センターでの消耗品です。 
配食サービス事業は事務事業のすりあわせでどうなったか伺う。 
配食サービス事業は，事務事業決定表の中では２００円を個人負担金として頂くということで決定
されています。 
認定農業者について伺う。 
認定農業者については，旧霞ヶ浦町には連絡協議会がありましたが，旧千代田町にはありません
でした。このため，旧霞ヶ浦町の協議会を市の協議会とし，旧千代田町の認定農業者の方々をこ
の協議会へ加入してもらうようにしています。 
あじさい館駐車場の整備状況について伺う。 
平成17年度にクロッケー場の休憩所，トイレの手前に２５台程度の駐車場を整備します。 
ナマズ流通対策事業補助金として７０万円計上されている。一方では県では有害魚として補助金を
計上しているようだが，市と県のナマズ対策についての相違について伺う。 
大切な資源であるエビやゴロなどの魚類が有害魚に食べられてしまうため，県を中心に駆除を図
ってきました。一方ではいかにしてナマズを主体に生計を維持できるか，加工・販売経路に乗せ
るために漁協，水産事務所とも協議しながら対応を検討しているところです。 
道路橋梁費の委託料で，道路の草刈を旧千代田町の３倍程度行なってきたが単価と年何回行なっ
てきたか伺う。 
平米単価については，７０円ほどです。旧霞ヶ浦町内の国道を挟んで２工区に分けています。業者
委託については３件です。その他、シルバー人材センターに委託が５件ほどあります。 
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一般会計決算審査特別委員会 

旧霞ヶ浦町 

平
成
１７
年
第
２
回
定
例
会
の
議
案
の
あ
ら
ま
し 

平成16年度霞ヶ浦町一般会計決算（支出済額） 

2 保険衛生 
福祉関係

1,717,558,888円 
27％ 

3 農林水産 
商工関係 

388,872,611円 
6％ 

4 道路河川 
下水道関係 

1,290,516,420円 
21％ 

5 教育関係 
561,074,428円 

9％ 

6 公債費 
893,164,230円 

14％ 

平成16年度霞ヶ浦町一般会計決算（収入済額） 

１総務関係 
 
 
２保険衛生福
　祉関係 
 
３農林水産商
　工関係 
 
４道路河川下
　水道関係 
 
５教育関連 
 
 
６公積費 

１町税 
 
 
２地方交付税　
　交付金等 
 
３国県支出金 
 
 
４繰入金 
 
 
５繰越金 
 
 
６諸収入 
 
 
７町債 

1総務関係 
1,451,058,081円 

23％ 1 町税 
1,814,980,793円 

27％ 

2 地方交付税 
交付金等 

2,539,428,909円 
38％ 

3 国県支出金 
189,393,637円 

3％ 

4 繰入金 
265,093,380円 

4％ 

7 町債 
1,066,700,000円 

16％ 

6 諸収入 
214,825,932円 

3％ 5 繰越金 
596,989,982円 

9％ 

（単位：円） （単位：円） 

▲防犯パトロール車 

旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 
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決算審査特別委員会 

 
【歳入】７５億７，１１０万７，８６２円    
【歳出】８０億２，９４８万２，１８１円 
不足額は合併の事由により生じる債務であり、 
一時借入金充用額４億５，８３７万４，３１９円 
（平成16年４月１日から平成17年3月２７日までの決算） 
 

 
【歳入】２３億９，２７２万１，０６５円   【歳出】１４億７，９２４万２，５６５円 

       （平成１７年３月２８日から３月３１日までの決算） 

かすみがうら市 

平成16年度一般会計決算（旧千代田町・ 平成16年度一般会計決算（旧千代田町・ 平成16年度一般会計決算（旧千代田町・ 

▲改修されたB&G海洋センター 

平成16年度千代田町一般会計決算（支出済額） 

2 保険衛生 
福祉関係  

2,479,857,951円 
31％ 

３農林水産 
商工労働関係  
495,769,627円 

6％ 

４道路河川 
都市計画関係

1,350,135,632円 
17％ 

５教育関連
702,716,011円 

9％ 

６公積費 
1,266,362,210円 

16％ 

平成16年度千代田町一般会計決算（収入済額） 

１総務関係 
 
 
２保険衛生福
　祉関係 
 
３農林水産商 
　工労働関係 
 
４道路河川都
　市計画関係 
 
５教育関連 
 
 
６公積費 

１町税 
 
 
２地方交付税　
　交付金等 
 
３国県支出金 
 
 
４繰入金 
 
 
５繰越金 
 
 
６諸収入 
 
 
７町債 

1総務関係 
1,734,640,750円 

21％ 
1 町税 

2,864,514,093円 
38％ 

2 地方交付税 
交付金 

2,354,965,545円 
31％ 

3 国県支出金 
349,391,146円 

5％ 

7 町債 
1,002,200,000円 

13％ 

6 諸収入 
305,681,524円 

4％ 5 繰越金 
160,403,554円 

2％ 

平成16年度かすみがうら市一般会計決算（支出済額） 

2 保険衛生 
福祉関係 

156,049,311円 
11％ 

3 農林水産 
商工労働関係 
48,356,518円 

3％ 

4 道路河川 
都市計画関係 
295,237,280円 

20％ 

5 教育関係 
81,785,834円 

5％ 

6 公債費 
53,204,373円 

4％ 

平成16年度かすみがうら市一般会計決算（収入済額） 

１総務関係 
 
 
２保険衛生福
　祉関係 
 
３農林水産商
　工労働関係 
 
４道路河川都
　市計画関係 
 
５教育関連 
 
 
６公積費 

１市税 
 
 
２地方交付税　
　交付金等 
 
３国県支出金 
 
 
４繰入金 
 
 
５繰越金 
 
 
６諸収入 
 
 
７市債 

1 総務関係 
844,609,249円 

57％ 

２地方交付税 
交付金等 

217,791,247円 
9％ 

３国県支出金 
594,692,054円 

25％ ４繰入金
33,080,000円 

2％ 

5 繰越金 
0円 
0％ 

1 市税 
151,818,032円 

6％ 
7 市債 

841,000,000円 
35％ 

6 諸収入 
554,339,732円 

23％ 

4 繰入金 
533,952,000円 

7％ 

（単位：円） 

（単位：円） （単位：円） 

（単位：円） 

旧千代田町 
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決算審査特別委員会  
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特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会 
《委員会での審査内容の主なもの》 
千代田町国民健康保険税の不納欠損の内訳について，大きな要因
とその件数について伺う。 
不納欠損の大きな要因は，居住不明者です。居住不明者該当者は
６１人です。 
不納欠損の根拠，内容及び支払能力が無い者の処理について
伺う。 
不納欠損の内容については，地方税法第１５条の７の規定により執
行停止をかけております。支払能力が無い者については，地方税
法第１５条の７第１項１号の規定に基づき不納欠損を行なっています。 
収納率向上の対策について伺う。 
収納率向上については，夜間・休日の電話催告，職員による訪問及び，分納誓約をしたものを徴
収嘱託員が，その都度訪問し，収納率向上に努めています。 
千代田地区農業集落排水の５地区の加入率について伺う。 
千代田東部地区については３４.８%、土田地区は９７%、志筑地区は７６.５%、上稲吉地区は６７%、新治
地区は６５.４%で全体では５７.６%です。 
旧霞ヶ浦町全体と地区毎の下水道加入率について伺う。 
田伏地区は，区域拡大を行なったため８１.６%から６０.５%に下がっております。宍倉地区は９４.８%，
加茂牛渡地区は23.6%となっています。農業集落排水の加入率は，柏崎地区で８１.３%，大和田地区
で６７.５% ，深谷地区で５８.７%という状況となっています。 
給水原価が平成１５年度と平成１６年度ではどうなのか伺う。 
平成１５年度３０１.９円，平成１６年度３１７円です。 

【歳入】４６億３，２２０万２，３２６円    
【歳出】４５億４，３５０万６，８３５円 

旧霞ヶ浦町 

4億 6億 8億 10億 12億 14億 16億 18億 

平成16年度霞ヶ浦町特別会計・水道事業会計決算（収入済額・支出済額） 

国民健康保険 
収入済額 

支出済額 

老人保健 収入済額 

支出済額 

水道事業会計(収益的) 
収入済額 

支出済額 

水道事業会計(資本的) 
収入済額 

支出済額 

下水道事業 収入済額 

支出済額 

515,837,821円 

535,619,803円 

211,763,167円 

41,770,824円 

1,171,393,362円 

1,219,321,495円 

1,698,796,630円 

1,785,464,561円 

1,673,316,843円 

1,627,416,270円 

0 2億 

 
【歳入】５億７，７３９万　６２７円    
【歳出】７億２，７６０万　９８８円 
 

特別会計 水道事業会計 

（平成16年４月１日から平成17年3月２７日までの決算） 
 

（単位：円） 

▲旧霞ヶ浦町水道管布設 

（旧千代田町・旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 （旧千代田町・旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 （旧千代田町・旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 
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決算審査特別委員会 

 
【歳入】４１億 ９１０万４，７４１円    
【歳出】４１億１，２０１万９，７５１円 
 

 
【歳入】７億１，６０５万１，９４６円    
【歳出】７億８，１０７万３，３７７円 
 

 
【歳入】１３億１，５６２万７，９５８円    
【歳出】９億７，９０１万７，７５７円 
 

 

旧千代田町 

かすみがうら市 

4億 6億 8億 10億 12億 14億 16億 18億 0 2億 

平成16年度千代田町特別会計・水道事業会計決算（収入済額・支出済額） 

支出済額 

水道事業会計(収益的) 
収入済額 

支出済額 

水道事業会計(資本的) 
収入済額 

支出済額 

農業集落排水事業 
収入済額 

支出済額 

下水道事業 収入済額 

支出済額 

老人保健 収入済額 

支出済額 

国民健康保険 
収入済額 

支出済額 

土地取得 収入済額 

552,927,137円 

604,749,596円 

228,146,240円 

111,302,350円 

161,099,810円 

176,978,925円 

737,171,125円 

753,573,455円 

1,349,654,306円 

1,361,908,285円 

1,818,148,142円 

1,770,697,708円 

45,946,368円 

45,946,368円 

2億 3億 4億 5億 6億 0 1億 

支出済額 

水道事業会計(収益的) 
収入済額 

支出済額 

農業集落排水事業 
収入済額 

支出済額 

下水道事業 
収入済額 

支出済額 

老人保健 
収入済額 

支出済額 

国民健康保険 
収入済額 

平成16年度かすみがうら市特別会計・水道事業会計決算（収入済額・支出済額） 

0円 

700円 

18,192,175円 

34,674,278円 

327,233,457円 

368,199,480円 

294,632,295円 

377,635,943円 

338,959,830円 

535,118,257円 

（平成1７年３月２８日から平成17年3月３１日までの決算） 
 

特別会計 

特別会計 

 
【歳入】700円    
【歳出】　０円 
 

 

水道事業会計 

水道事業会計 

 

（平成16年４月１日から平成17年3月２７日までの決算） 
 

（単位：円） 

（単位：円） 

▲旧千代田町雨水管布設 
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一般質問  

　
　
ペ
イ
オ
フ
対
策
に
つ
い
て

　
　
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
預
金
先
の
金
融
機
関
の

経
営
チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
て
い
る

の
か
。 

　
　
収
入
役
　
ペ
イ
オ
フ
の
考

　
　
え
方
と
し
て
は
、
も
し
金

融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
、
預

金
が
借
入
金
と
相
殺
が
で
き
ま

す
の
で
、
資
金
運
用
の
面
も
考

え
、
借
入
金
に
相
当
す
る
預
金

に
つ
い
て
は
、
定
期
あ
る
い
は

普
通
預
金
の
ま
ま
と
し
、
借
入

金
以
上
の
預
金
部
分
に
つ
い
て

は
、
決
済
性
預
金
・
無
利
子
預

金
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。 

　
預
金
先
の
金
融
機
関
の
経
営

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
公
金

の
収
納
、
ま
た
は
支
払
事
務
及

び
公
金
の
預
金
状
況
を
随
時
検

査
し
て
い
ま
す
。
経
営
状
況
に

つ
い
て
も
、
調
査
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
取
引
先
金
融
機
関

に
つ
い
て
も
、
経
営
状
況
等
の

わ
か
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

（
情
報
開
示
）
を
提
出
さ
せ
、

随
時
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
健
全
経
営
が
な
さ
れ

て
い
る
か
を
示
す
自
己
資
本
比

率
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
、
す
べ
て
の

取
引
先
金
融
機
関
が
、
金
融
庁

が
示
す
自
己
資
本
比
率
４
％
を

上
回
っ
て
お
り
、
健
全
経
営
が

な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し

て
い
ま
す
。 

　
　
人
件
費
の
削
減
と
職
員
の

　
　
適
正
配
置
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。 

　
　
総
務
部
長
　
新
市
建
設
計

　
　
画
の
財
政
計
画
で
は
、
一

般
職
員
の
採
用
を
合
併
後
１０
年

間
の
退
職
予
定
者
に
対
し
、
約

半
数
を
補
充
採
用
す
る
試
算
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、
住
民
ニ
ー
ズ
及

び
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
等
の
状
況

を
把
握
し
、
職
員
の
適
正
配
置

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

事
務
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
外

部
委
託
、
ま
た
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
も
検
討
す
る
な
ど
、

効
率
的
な
事
務
処
理
の
方
策
を

検
討
し
、
人
件
費
の
削
減
に
努

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
敬
老
会
を
学
校
区
単
位
で

　
　
実
施
し
て
は
ど
う
か
。 

　
　
市
長
　
今
年
度
の
敬
老
式

　
　
典
に
つ
い
て
は
、
運
営
委

員
会
を
組
織
し
内
容
等
に
つ
い

て
検
討
を
頂
き
ま
し
た
。
来
年

度
の
実
施
に
当
っ
て
は
、
運
営

委
員
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多

く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
戴
し

な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

人
件
費
の
削
減
と
職
員
の
適
正
配
置
を 

効
率
的
な
事
務
処
理
の
方
策
を
検
討
し
、人
件
費
を
削
減 

QA

Q

A

QA

A

預
金
先
の
金
融
機
関
の
経
営
チ
ェ
ッ
ク
を 

経
営
状
況
等
を
、随
時
検
査
す
る 

QA
 

▲敬老会式典 

質問事項  
 
１.行政改革について 
　（１）行政改革推進担当グループの設置について 
　（2）経費削減について 
　（3）両庁舎間の移動を効率的に（連絡車の定時運行） 
2.合併特例債の活用について 
　（１）平成１７年度予定事業について 
　（2）長期計画事業について 
3.教育行政について 
　（１）児童生徒の人格形成について 
　（2）親子交流事業について（ウィークエンド・コミュニティー・スクール事業） 
4.少子高齢化対策について 
　（１）子供主体の子育て支援対策について 
　（2）高齢者対応について 
　（3）敬老会の学校区単位について 

質 問 事 項  
 １.財政運営について 
　（１）ペイオフ対策について 
２.環境美化と一斉清掃について 
　（１）年２回行われているが万が一にもその清掃実施中
　　　の事故等の対応について 
3.行政改革について 
　（１）旧両町間の慣例について 

國
司 

光
文 

議
員 

圓
城
寺
正
道 

議
員 

▲公金を預かる会計課（千代田庁舎） 

Q



（7）

一般質問 

　
　
１１
月
１
日
か
ら
霞
ヶ
浦
大
橋

　
　
が
無
料
化
に
な
る
。
そ
れ
に

伴
い
交
通
量
が
多
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
そ
こ
で
安
全
対
策
を
ど

の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
か
伺
う
。 

　
　
市
長
　
昭
和
６２
年
の
開
通

　
　
以
来
、
利
用
交
通
量
は
計

画
を
大
幅
に
上
回
り
、
当
初
計

画
の
３０
年
間
の
料
金
徴
収
期
限
よ

り
約
１１
年
早
ま
り
、１１
月
１
日
を
も
っ

て
無
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。無
料
化
さ
れ
る
と
な
れ
ば

交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
交
通
量
は
、県
道
路
公
社

に
よ
る
と
平
成
１６
年
度
は
、１
日

平
均
四
九
八
五
台
で
す
。現
道
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、地
域
の
事

情
の
把
握
に
努
め
、県
や
警
察
と

適
切
な
規
制
や
交
通
安
全
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
協
議
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
水
道
配
水
管
の
旧
千
代
田
町

　
　
と
の
接
続
と
新
生
道
路
に
布

設
し
て
あ
る
四
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
配
水
管
の
内
、動
い
て
い
な
い
水

（
死
に
水
）の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
水
道
課
長
　
旧
千
代
田
町
と

　
　
旧
霞
ヶ
浦
町
の
四
〇
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
配
水
管
の
接
続
工
事
に

つ
い
て
は
、平
成
１８
年
度
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、現
在
そ

の
四
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
配
水
管

の
中
に
入
っ
て
い
る
水
に
つ
い
て
は
、

排
泥
等
を
か
け
な
が
ら
水
質
基
準

に
あ
っ
た
水
を
確
保
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
下
稲
吉
小
学
校
職
員
室
の

　
　
改
修
に
つ
い
て
伺
う
。
今

ま
で
改
修
で
き
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
な
の
か
、
い
つ
か
ら
改
修

す
る
の
か
伺
う
。 

　
　
教
育
長
　
か
す
み
が
う
ら

　
　
市
で
１
番
、
児
童
数
の
多

い
学
校
で
あ
り
、
増
築
に
増
築

を
重
ね
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
放
送
設
備
や
各
教
室

と
の
通
信
線
、
警
備
関
係
の
配

線
な
ど
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
数
も

１
番
多
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
電
源

や
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
配
線
の
張
り

替
え
を
考
え
ま
す
と
週
末
、
土

曜
、
日
曜
な
ど
の
短
期
間
で
の

対
応
が
難
し
く
、
一
定
の
工
事

期
間
が
確
保
で
き
る
、
冬
休
み

あ
る
い
は
春
休
み
等
の
実
施
時

期
を
検
討
中
で
す
。 

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
、
今

　
　
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

 

　
　
市
長
　
公
共
施
設
ア
ス
ベ

　
　
ス
ト
使
用
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
、
浮
遊
す
る
恐
れ
の
あ

る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
公
共

建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
目
視
や
設
計
図
面
に

よ
る
調
査
、
さ
ら
に
は
、
必
要

に
応
じ
た
専
門
業
者
に
よ
る
分

析
委
託
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
現
在
、
そ
の
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。 

 
下
稲
吉
小
学
校
職
員
室
の
早
期
改
修
を 

一
定
の
工
事
期
間
が
確
保
で
き
る
、冬
・
春
休
み
に 

QA

Q

A

QAQ

A

QA

霞
ヶ
浦
大
橋
無
料
化
に
伴
う
安
全
対
策
は 

地
域
の
事
情
の
把
握
に
努
め
る 

QA

▲下稲吉小学校職員室 

質 問事項  
 １.行政全般 
　（１）交通安全対策について 
　（2）畜産について 
　（3）水道事業について 
　（4）行政改革について 
　（5）不納欠損処分について 
　（6）政治倫理条例制定について 
 

質 問 事 項  
 １.教育施設等の充実について 
　（１）耐震調査の今後の具体的な取り組みについて 
　（２）下稲吉小学校職員室の改装について 
　（３）アスベストの調査、今後の対策について 
２.行政サービスについて 
　（１）耳マークの設置について 
3.活字文化振興法の推進について 
　（１）活字文化振興法に対する認識と具体的な取り組
　　　みについて 
 

▲国道354号線 北中入口 

中
根 

光
男 

議
員 

栗
山 

千
勝 

議
員 
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一般質問 

　
　
学
校
給
食
に
地
産
地
消
の

　
　
推
進
を
。 

　
　
環
境
経
済
部
長
　
学
校
給

　
　
食
で
地
元
農
産
物
を
使
用
す

る
こ
と
は
消
費
拡
大
の
側
面
以
外

に
も
、
食
育
の
推
進
と
い
う
観
点

か
ら
も
重
要
で
す
。
地
元
で
栽
培

さ
れ
た
食
材
を
使
用
し
た
献
立
に

親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
食
に
つ
い

て
自
ら
考
え
、
食
材
の
良
し
悪
し

を
判
断
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
で
の
地
元
農
産
物
の
使

用
状
況
に
つ
い
て
は
、
約
４
千
食

に
使
用
す
る
た
め
に
持
続
的
か
つ

安
定
的
な
供
給
が
要
求
さ
れ
、
特

定
地
域
の
農
産
物
を
使
用
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
も
あ
る
な
ど
、

限
ら
れ
た
中
で
の
使
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。
主
食
の
米
に
つ
い
て
は
、

全
て
地
元
産
米
を
使
用
し
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
今
年
度
、
県
の
農
林
関

係
の
補
助
事
業
「
い
ば
ら
き
を
食

べ
よ
う
学
校
給
食
推
進
事
業
」
を

活
用
し
、
地
元
農
作
物
（
栗
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
レ
ン
コ
ン
等
）

を
使
用
し
た
献
立
を
組
み
立
て
、

食
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
供
に
対
し
地
元
農
産
物
に
対

す
る
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ

り
、
大
人
に
お
い
て
も
、
生
産
者

の
顔
の
見
え
る
安
心
・
安
全
な
地

元
農
産
物
へ
の
親
し
み
が
増
幅
さ

れ
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
ま
す
。 

　
　
新
市
で
、は
じ
め
て
実
施
し
た

　
　
入
札
で
、改
善
し
た
点
を
伺
う
。 

　
　
総
務
部
長
　
入
札
に
当
た
っ
て

　
　
は
、資
格
審
査
会
を
開
催
し
、

経
営
規
模
等
の
結
果
通
知
書
と
総

合
評
定
時
の
通
知
書
を
基
に
し
て
入

札
に
参
加
す
る
企
業
者
の
格
付
け
を

行
い
ま
し
た
。市
内
業
者
に
つ
い
て
は
、

旧
両
町
間
で
の
工
事
実
績
を
踏
ま
え

て
審
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。入
札
・

契
約
は
、「
適
正
化
法
」に
基
づ
き
透

明
性
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。今
回
の
入
札
で
は
、試
行
的

に
予
定
価
格
の
事
前
公
表
、入
札
参

加
者
の
増
加
に
努
め
て
い
ま
す
。指

名
業
者
か
ら
は
、談
合
を
行
わ
な
い

旨
の
契
約
書
を
取
り
公
正
な
入
札
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
行

い
ま
し
た
。 

　
　
道
路
補
修
・
改
良
に
つ
い
て
住

　
　
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
等
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
図
れ
な
い
か
伺
う
。 

　
　
土
木
部
長
　
デ
ー
タ
管
理
は
、

　
　
手
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。同
作

業
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、住
民
サ
ー
ビ
ス

や
業
務
の
円
滑
化
等
の
１
つ
の
課
題

に
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。し
か
し
、

近
隣
市
町
村
で
も
事
例
が
な
く
、実

行
が
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
の
が
実
態

で
す
。従
っ
て
先
ず
は
、利
活
用
効
果

や
コ
ス
ト
面
な
ど
を
含
め
て
方
向
性

を
探
っ
て
参
り
ま
す
。旧
霞
ヶ
浦
地
区

で
設
計
・
積
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
し

て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
を
基
本
に
利
活

用
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
新
市
に
お
け
る
入
札
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

予
定
価
格
の
事
前
公
表
、入
札
参
加
者
数
の
増
加
に
努
め
た 

QA

QA

QA

A

地
産
地
消
の
推
進
を 

安
心
・
安
全
な
地
元
農
産
物
で
消
費
拡
大
を 

QA

▲設計・積算状況 

質問事項  
 
１.市町村合併について 
　（１）新たな市町村合併について市長の真意を問う　 
　（2）改定された合併特例法について 
　（3）新市建設計画における財政計画と平成17年度予算の整合性について 
2.入札制度について 
　（１）千代田大橋と談合問題について　（2）現段階での改善の取組みについて 
3.向原土地区画整理事業について 
　（１）保留地販売状況について　（2）事業全体の見直しについて 
　（3）予定した保留地処分金が期待できない場合におきる問題について 
4.水道事業について 
　（１）県との契約水量について　（2）水道料金・特に基本水量の見直しについて 
5.生活道路の補修・改良について 
　（１）道路補修・改良の管理について　（2）道路改良計画について 
6.アスベスト問題について 
　（１）公共施設におけるアスベスト使用調査について 

質 問 事 項  
 １.教育行政について 
　（１）学校給食問題について 
２.産業振興について 
　（１）地産地消について 
3.環境問題について 
　（１）環境科学センター新設に伴う当市としての活動支
　　　援について 
4.交通関係について 
　（１）信号機の設置について 
 

▲楽しい給食 

佐
藤 

文
雄 

議
員 

石
井 

幸
雄 

議
員 

Q



（9）

委員会の審議・一般質問 

　
　
鯉
養
魚
の
今
後
の
見
通
し

　
　
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
環
境
経
済
部
長
　
養
殖
再

　
　
開
の
１
つ
の
方
法
と
し
て
、

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
が

存
在
す
る
環
境
に
お
い
て
も
発

病
し
な
い
鯉
、
い
わ
ゆ
る
耐
性

鯉
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
の
内
水
面
試
験
場
を

中
心
に
、
天
然
鯉
か
ら
採
卵
孵

化
し
た
鯉
を
一
部
の
養
殖
業
者

が
試
験
的
に
育
成
を
す
る
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
日
も
早
い
鯉
の
養
殖
の
再
開

に
向
け
、
県
の
関
係
機
関
の
ご

指
導
を
仰
ぎ
対
応
を
し
て
行
き

ま
す
。 

　
　
雪
入
山
砂
防
ダ
ム
の
設
置

　
　
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　
市
長
　
雪
入
の
砂
防
ダ
ム

　
　
に
つ
い
て
は
、
県
が
事
業

主
体
と
な
り
進
め
て
お
り
、
本

市
に
お
け
る
土
石
流
危
険
渓
流

箇
所
と
し
て
、
成
沢
・
桜
沢
・

峯
川
の
３
箇
所
が
指
定
さ
れ
、

平
成
１５
年
度
で
事
業
は
終
了
し

て
い
ま
す
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

平
成
１３
年
１２
月
の
議
会
で
ご
質

問
を
受
け
、
県
に
要
望
を
し
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

要
望
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

鯉
養
魚
の
今
後
の
見
通
し
は 

県
で
耐
性
鯉
の
開
発
を
進
め
る 

QA

A Q

QA

▲成沢砂防ダム　 

質問事項  
 １.行政界について　（１）市町村境界について 
２.農水産行政について 
　（１）鯉養魚の見通しについて 
　（２）雑魚（アメリカナマズ）対策　（３）減反対策 
3.土木行政について 
　（１）雪入山砂防ダムについて 
　（２）県が進めている緊急対策道 （３）栗田橋について 
4.福祉行政について 
　（１）平成１０年３月２６日臨時議会で議決した角来地区
　　　の土地について 
 
 

山
内
庄
兵
衛 

議
員 

【付託案件】 
・かすみがうら市特別職の職員で非常勤のものの報
　酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 
・平成１７年度かすみがうら市一般会計補正予算 
  （第２号）中,総務委員会の所管に関する歳入歳出全般 
・土浦石岡地方広域市町村圏協議会を設ける普通地
　方公共団体の数の減少について 
・土浦石岡地方広域市町村圏協議会を設ける普通地
　方公共団体の数の増加及び規約の変更について 
・つくば市等公平委員会を共同設置する地方公共団
　体の数の減及びつくば市等公平委員会規約の変更
　について 
・和解について 

総務委員会 

【審議内容】 
Ｑ：損害賠償の積算根拠について伺う。 
Ａ：確たる算出根拠がないのが実情ですが，単
　　に契約金額によって算定するものではあり
　　ません。平成16年度の契約金額により，顧
　　問弁護士の見解を参考にしました。 
Ｑ：業務停止期間はどのくらいか伺う。 
Ａ：指名停止の基準に照らし合わせ，平成１７年
　　８月１日から平成１７年８月３１日までの１箇
　　月としました。 
 

　審議の結果につきましては，全議案とも全会一致で，
原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 

　委員会では，議案第62号の和解について審議
の結果，可決すべきものと決しました。 
　この内容については，法定・法定外公共物等
業務委託を結んでいた業者から，個人情報がイ
ンターネットの検索サイト上に表示されたこと
により，業務委託契約上の義務違反に当たると
し，債務不履行による損害賠償を市より委託業
者に請求したものです。相手方は，本件の対象
が個人情報流出という重大な法的利益に関する
ものであると，市からの損害賠償請求（賠償金１，
６３８，０００円）を全面的に認め、同意することに至っ
たもので，相手方から民法６９５条及び同法６９６
条の規定による和解の申し出が提出された内容
です。 

和解の内容 
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委員会の審議  

【付託案件】 
・かすみがうら市地域福祉センター建設審議会
　条例の制定について 
・かすみがうら市医療福祉費支給に関する条例
　の一部改正について 
・平成１７年度かすみがうら市一般会計補正予算
　（第２号）中，文教厚生委員会の所管に関す
　る歳入歳出全般 
・義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請願 
・「少人数学級」の導入によりきめ細かなゆき
　とどいた教育の実現を求める請願 

文教厚生委員会 

【審議内容】 
Ｑ：福祉センター用地の土地だけを先行取得
　　したことは，きわめて不透明な土地の購
　　入だと思う。平成１７年度供用開始が遅れ
　　た理由を伺う。 
Ａ：あくまで２大事業を優先させて，その
　　中で福祉センターに見合う補助事業を
　　導入しながら事業推進を図ったところ
　　でしたが，福祉センターの規模が３億
　　円からという大きな事業ですので，こ
　　れに見合う適切な補助事業の導入には至
　　らなかったということです。 
Ｑ：建設の設計は進んでいるのか伺う。 
Ａ：計画の内容は，平成１４年度に基本計画，
　　プランニングの図面等を作成した経過が
　　あります。 
Ｑ：医療福祉費の制度の見直しの中で，所得
　　制限については県とまったく同じか伺う。 
Ａ：そのとおりです。 

　旧霞ヶ浦町に同様な施設としてあじさい館が
あり，その内容が重複しないよう地域福祉セン
ター建設審議会で見直しを含め検討するよう要
望しました。 

【付託案件】 
・平成１７年度かすみがうら市一般会計補正予算
（第２号）中，建設委員会の所管に関する歳入
　歳出全般 
・平成１７年度かすみがうら市下水道事業特別会
　計補正予算（第２号） 
・市道路線の認定について 
・市道路線の認定について 
 

建設委員会 

【審議内容】 
Ｑ：下水道の公共枡の耐用年数は何年か伺う。
Ａ：コンクリート製と塩化ビニール製のも
　　のとがありますが，企業会計で言う耐
　　用年数はあると思います。通常は大き
　　な車両が乗るなどの外圧がかからなけ
　　れば半永久的なものです。 
Ｑ：市道○カ３４２４号線、市道○カ４３６６号線は、
　　いつ頃から認定の計画をしたのか。 
Ａ：市道○カ３４２４号線については，平成１３年
　　度に用地測量を終えています。市道○カ４３６６
　　号線については，平成１６年度に用地測量
　　を終えています。 
Ｑ：２路線とも都市計画上では無指定と聞い
　　ているが，もし無指定であれば将来を見
　　据え，新設道路に水道管の埋設を考えて
　　いるのか伺う。 
Ａ：関係課と協議して参りたいと思います。 

　総体的な意見として市政運営は，市民の負担
のもとに成り立っていますので，公正な予算執
行に努めて頂きたいと要望しました。 

▲福祉センター建設予定地 

▲公共汚水枡設置状況 
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所管事務調査 

文教厚生委員会 

産業経済委員会 

建設委員会 

神立駅周辺地区整備調査特別委員会 

調査項目　学校施設の現状と今後の整備計画について 
　学校施設の現状と今後の整備計画については，市内７校の主な修繕箇
所等を調査しました。校舎の中には，築２５年以上経過し，屋根・外壁・
内装ともに老朽化しており，修繕が必要な箇所が多数見受けられました。
今回、特に緊急を要すると思われるのは，下稲吉小学校の職員室の床で
あります。床張りを貼りかえないと，安全性の面からも懸念があり，早
急に改修することを教育委員会に要望しました。 

調査項目　神立駅周辺の整備を促進するための調査 
　平成１２年から土地活力再生拠点整備事業として，土浦市・旧霞ヶ浦町・旧千代田町において，事業化し整備案
の策定をしてきた経緯がありました。また，３市町住民で組織された神立駅周辺整備推進協議会が設立され関係
機関と連携し推進を図ってこられました。今後，土浦市及びかすみがうら市神立駅周辺地区整備調査特別委員会
並びに民間で組織する神立駅周辺整備推進協議会が協力し，地域住民の利便性の向上や商業活動の振興を図るた
めに，当委員会が協議・調整の窓口となって推進していくことを確認しました。神立駅周辺は，駅前広場及び駅
舎の整備は元より，慢性的な交通渋滞にあるとの結論に達し，渋滞緩和を図るうえで道路網の整備促進を第一目
標に掲げ進めていきたいと思います。 
 

▲下稲吉小学校 

８月９日開催 

８月４日・８月２６日調査 
 

６月２９日・７月５日・８月２６日・９月２０日調査 

７月２９日調査 

調査項目　市道○カ２６４４号線改良について 
　　　　　市道○チ６号線新治橋改良について 
　「市道○カ２６４４号線改良について」，深谷･大和田バイパス建設計画に
ついては，現在までに，地権者、区長さんへの事業概要の説明等を実施し，
地元の方の反対もなく，本年度より工事を着手する予定です。 
工期は本年度より５年間で平成２１年を目途期間とし，合併市町村幹線整
備緊急支援事業に位置づけています。 
　「市道○チ６号線新治橋改修工事について」は，法線の見直しを踏まえた中で，３つの案に絞り込み，いずれ
の案が良いか，執行部とともに調査を進めました。走行性・安全性は元より，地権者や区長さんをはじめとした
関係者への説明会の開催も含め，無理・無駄のない事業を進めていくよう意見が出され、結果として，法線は変
えずに，現道の位置に橋を架け替える方向で，改修工事を進めることが，一番良いであろうとの結論に達しました。 

調査項目　鶏卵施設の臭気対策について 
　石岡市にあるつくばファームの悪臭については，以前より近隣住民から苦情
が出ているため，委員より意見を聴取し，現地調査を行なった結果，県へすぐ
にでも調査に行くべきだと言う意見でありました。そこで７月５日に，茨城県
農林水産部畜産課に調査に行き，当市の現状と県の対応について，関係する部
署との調整をお願いして参りました。 

調査項目　石岡市において発生した鳥インフルエンザウイルスの経過
報告について 

　埼玉県の農場において，鳥インフルエンザウイルスＨ５亜型の抗体陽性が確認され，この農場へつくばファー
ム，イセファーム美野里農場，イセファーム涸沼農場から鶏が持ち込まれたため，立入検査が行われました。そ
の結果，この３農場で抗体が確認されました。これに伴い、県は関連３農場を中心とした半径５ｋｍ圏内につい
て，移動制限区域として指定しました。当市では助役を本部長とする警戒本部会議を設置し，県の指示を受け対
応しています。また、市民に対して，愛玩用のシャモ，チャボ，烏コッケイなども感染をすることから，移動の
自粛をするようにと言うチラシを配布したとの報告でした。当市内では，５農場で抗体検査を実施しましたが，
いずれもウイルスは検出されませんでした。つくばファームの１２鶏舎のうち１鶏舎でウイルスが発見され，１鶏
舎の約１０万羽が殺処分されています。 

▲新治橋 

▲つくばファーム 

（旧千代田町・旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 （旧千代田町・旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 
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委員会活動  

山梨県南アルプス市（平成１５年４月１日、八田村・白根町・芦安村・若草町・櫛形町・甲西町と合併） 
《研修内容：農業（果樹）観光について》 
　さくらんぼは、粒が小さくて収穫が大変であり，高齢化が進む中，
脚立による作業が大変であると言うことで，旧白根町の町長が，昭和
６２年頃収穫の軽減と観光による収入増を見込んでさくらんぼ狩りを始
めました。この地域は，中央自動車道路が通っているため，東京方面
から非常に近いと言うことを利点として，「東京から９０分でさくらん
ぼ狩りができます」と言うキャッチフレーズが受けて，観光客が多く
なりました。また，全ての農園に屋根がかかっているため雨が降って
もさくらんぼ狩りが出来ることもひとつの要因でありました。近年は
インターネットの普及，交通網の整備，入場料の問題で観光客が減少
しているようです。本市の観光農業も背景的には，同様なものがある
ため，今後の施策検討が必要であると痛感いたしました。 

静岡県掛川市（平成１７年４月１日、掛川市・大東町・大須賀町と合併） 
《研修内容：担い手農業について》 
　旧大東町の旧大浜地区は，最も農業の近代化が図られた地域であり
ますが，担い手不足，米価の低迷等，農業を取り巻く環境が極めて悪
くなったことから，平成８年協業集団（水稲団地）の組織編成を検討
する千浜水稲団地研究会を立ち上げました。これをＪＡ・農林事務所
（県）・行政が後押し，平成１０年３月２日農事組合法人大東農産が設立
されました。平成１６年度水稲作付け面積は90.27ｈａ，転作作物として麦
と牧草を作付し，牧草の収穫は，畜産農家に依頼しています。平成１６
年産の米販売高は約１億４百万円であり，そのうち約６７％は地権者に
対し飯用米として販売しています。残りはＪＡへ出荷しています。 

宮城県名取市議会 

埼玉県東松山市議会 

産業経済委員会活動　７月６日～８日 研修テーマ ： 農業（果樹）観光・担い手農業について 

建設委員会活動　７月４日～６日 研修テーマ ： 駅舎並び周辺開発整備について 

▲南アルプス市役所前 

▲掛川市役所大東庁舎 

▲平成１５年にオープンした新名取駅  

▲東松山市役所前  

《研修内容：駅舎並び駅周辺整備事業について》 
　平成１５年７月５日，新しい名取駅舎と東西自由通路がオープンしました。
これは，昭和５３年に建てられた旧名取駅舎を約２０年を経た現在，ライフ
スタイルや社会情勢の変化，自由通路利用者の増加、バリアフリー対策，
東西駅前広場の整備などの必要性から，自由通路と併せ全面的に改修し
たものです。同年９月１日には，施設内に併設されたウイングプラザ（名
取駅コミュニティプラザ）が開館しました。「駅」と言う交通の拠点が，
人，物，情報が集まる，ふれあいの拠点に生まれ変わりました。 
　本市でも，神立駅周辺整備の問題があり，今回の研修内容を今後の計
画に活して行きたいと思います。 

《研修内容：駅前広場整備計画》 
　東松山市ではオープンハウスや地元説明会の実施により，幅広く市民の
ご意見・ご要望を伺ってきたそうです。その中で，「若い方の意見を積極
的に聞いてみてはどうか」という意見から，３つのプランの中で、アンケー
トを実施。その結果を基に内容を十分検討して詳細な計画づくりを進めて
きました。一般市民からも｢東口まちづくり研究会｣と言う団体が発足して、
平成２年から３年間、地区ごとの活動を行なってきました。多い時には１００
人以上の市民が参加して活動・研修が行われました。現在，まちづくり研
究会は、東口地区，西口地区で約３５人が集まり，市から補助を受けて，年
に４～５回の活動・研修を行なっています。 
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１６
年
度
霞
ヶ
浦
町
水
道
事

　
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
認
定 

議
案
第
４６
号
　 

　
平
成
１６
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　
定
に
つ
い
て
　
認
定 

議
案
第
４７
号
　 

　
平
成
１６
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　

　
認
定 

議
案
第
４８
号
　 

　
平
成
１６
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

　
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
認
定 

議
案
第
４９
号
　 

　
平
成
１６
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

　
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　

　
認
定 

議
案
第
５０
号
　 

　
平
成
１６
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

　
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

　
て
　
認
定 

議
案
第
５１
号
　 

　
平
成
１６
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

　
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に

　
つ
い
て
　
認
定 

議
案
第
５２
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
建
設
審
議
会
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
５３
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職

　
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

　
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
５４
号
　 

　
か
す
み
が
う
ら
市
医
療
福
祉
費

　
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
５５
号
　 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
可
決 

議
案
第
５６
号
　 

　
平
成
１７
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
算
（
第
２
号
）
　
可
決 

議
案
第
５７
号
　 

　
土
浦
石
岡
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
協
議
会
を
設
け
る
普
通
地
方
公

　
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

　
可
決 

議
案
第
５８
号
　 

　
土
浦
石
岡
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
協
議
会
を
設
け
る
普
通
地
方
公

　
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約

　
の
変
更
に
つ
い
て
　
可
決 

議
案
第
５９
号
　 

　
つ
く
ば
市
等
公
平
委
員
会
を
共

　
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　
数
の
減
及
び
つ
く
ば
市
等
公
平

　
委
員
会
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

　
可
決 

議
案
第
６０
号
　 

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　

　
可
決 

議
案
第
６１
号
　 

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　

　
可
決 

議
案
第
６２
号
　 

　
和
解
に
つ
い
て
　
　
可
決 

請
願
第
２
号
　 

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

　
堅
持
を
求
め
る
請
願
　
採
択 

請
願
第
３
号
　 

　
「
少
人
数
学
級
」
の
導
入
に
よ

　
り
き
め
細
か
な
ゆ
き
と
ど
い
た

　
教
育
の
実
現
を
求
め
る
請
願
　

　
採
択 

意
見
書
第
２
号
　 

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
制
度

　
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

　
い
て
　
可
決 

意
見
書
第
３
号
　 

　
「
少
人
数
学
級
」
の
導
入
に
よ

　
り
き
め
細
か
な
ゆ
き
と
ど
い
た

　
教
育
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　
に
つ
い
て
　
可
決 

議
長
発
議 

　
委
員
の
派
遣
に
つ
い
て
　
決
定 

議
長
発
議 

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

　
決
定 

 

９
月
８
日
か
ら
９
月
２２
日
ま
で
１５
日
間 

旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 旧霞ヶ浦町・かすみがうら市）議会で認定 
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トピックス 

 
　昭和６２年の開通以来，利用交通量は計画を大幅に上回り，当初計画の３０年間の料金徴収期限よ
り約１１年早まり，１１月１日をもって無料化されました。それに先立ち，１０月２８日に多くの招待者
のもと霞ヶ浦大橋有料道路無料開放式典が行われました。 

　
　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

　
決
算
と
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に
基
づ
く

収
入
と
支
出
の
結
果
を
集
計
し
た
計
算
書

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
予
算
を

執
行
し
た
結
果
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
あ

げ
た
か
示
す
成
果
報
告
書
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
議
会
が
決
定
し
た
予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
と
も
に

住
民
に
代
わ
っ
て
行
政
効
果
を
評
価
す
る

き
わ
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
税

金
の
使
い
方
を
決
め
る
予
算
の
審
議
と
、

そ
の
使
わ
れ
た
結
果
を
予
算
に
照
ら
し
て

検
討
し
、
今
後
の
市
の
財
政
運
営
の
改
善

に
役
立
て
る
決
算
審
査
は
、
議
会
の
審
議

の
中
で
も
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

 

目　次 
CONTENTS

　
本
年
最
後
の
定
例
議
会
を
１２

月
８
日
に
開
会
い
た
し
ま
す
。

毎
回
の
定
例
議
会
に
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
傍
聴
に
来
て
く

だ
さ
り
議
員
の
方
々
も
、
大
変

張
り
合
い
の
あ
る
質
問
、
活
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

定
例
会
ご
と
に
、
こ
の
広
報
誌
『
議

会
だ
よ
り
』
を
発
行
し
て
議
会

の
動
き
、
一
般
質
問
、
委
員
会

活
動
等
の
要
旨
を
皆
さ
ま
に
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

紙
面
を
つ
く
る
に
は
６
名
の
編

集
委
員
が
、
毎
回
、
議
論
を
重

ね
て
編
集
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
か
ら
何
か
、

ご
意
見
、
ご
提
言
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
聞
か
せ
願
え
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

　
こ
の
議
会
終
了
後
に
は
、
２

年
目
の
予
算
編
成
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
『
ま
ち
』
づ
く
り
、

議
会
の
あ
り
方
等
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
少
し
で
も
多
く
反
映

さ
せ
、
２
年
目
の
議
会
活
動
に

活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
　（
編
集
委
員
　
塚
田
安
治
） 

  

編
集
後
記 

詳しいことは，議会事務局へお問い合わせください。 

電話　0299（59）2111　内線 1302
E-mailアドレス  gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

　
第
３
回
定
例
市
議
会
は
、
１２
月
８
日

（
木
）か
ら
開
会
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
会
期
日
程
に
つ
い
て
は
、
お

知
ら
せ
版
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

　
な
お
、
本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

第
３
回
定
例
市
議
会
の 

お
知
ら
せ 

霞ヶ浦大橋有料道路無料開放式典 

かすみがうら祭り 
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